
 

令和６年度第２回東松山市地域自立支援協議会全体会次第 

 

令和７年３月１８日（火）午前１０時 

東松山市総合会館多目的ホール B 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議事 

（１）各プロジェクト・連絡会議からの報告 

   ①障害者進路支援連絡会議 

   ②障害のある子どもの育ちと学びを支える連絡会議 

   ③医療・福祉連携プロジェクト 

   ④地域生活支援拠点等連絡会議 

 

（２）ＳＤＧｓ／合理的配慮推進の取組について 

 

（３）各連絡会議・プロジェクトへの全体会委員の関わりに係る希望ついて 

 

（４）来年度スケジュール（案）について 

 

（５）その他 

 

４ その他 



東松山市地域自立支援協議会全体会報告様式 

 

会議名 

プロジェクト 

設立の経緯 

期間が決まっている学校生活の中、障害のある生徒の高校卒業後における進路選択

の一助になるための情報提供や、学校が行う進路指導の補完を行うことを目的に、

「特別支援学校等の生徒の進路選択を考えるプロジェクト」としてスタートした。その後

「障害者進路支援連絡会議」として設置される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の 

目標、成果 

及び 

次年度の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度目標 

1.『キャリアデザインフォーラム』の開催。 

2.『中学生による職業体験』の開催。 

3. 両企画を通し、参加者からの意見や感想をとりまとめ、 

  今後のフォーラムや職業体験の在り方について、 

  また、より実効性のある情報提供の在り方について検討する。 

成果 

1.定例会議開催 

令和 6 年 4 月 10 日（水）、6 月 12 日（水）、7 月 31 日（水）、10 月 10 日（水）、

12 月 11 日（水）、令和 7 年 2 月 12 日（水） 

 

2.キャリアデザインフォーラムについて 

 ・開催日：令和６年 7 月３日（水） 10 時 00 分～12 時 00 分 

 ・内容  ：第 1 部「進路選択の考え方」 

 基幹相談支援センター、就労支援センター 

第 2 部「市内の就労支援や相談支援等機関による 

事業内容及び事例説明」 

 ・参加者：28 名（内 障害のある子どものいる保護者 28 名） 

 

3.中学生による職業体験事業について 

・開催日：令和６年 8 月２７日（火） 9 時 00 分～13 時 00 分 

・協力企業 

① 東松山紙器工業株式会社（段ボール加工、組み立て） 

② 髙橋精機株式会社（自動車部品製造） 

③ 株式会社福祉の街デイサービスふくしのまち東松山（介護補助） 

④ 伊田テクノス株式会社（事務） 

⑤ 株式会社ヤオコー 東松山シルピア店（品出し、陳列等） 

・参加者：6 名 

 

  ※キャリアデザインフォーラム、職業体験について 

詳細は別紙資料参照 

次年度に向けて 

1. 「キャリアデザインフォーラム」及び、「中学生による職業体験」の開催 

2．進路選択を補完する方法や情報提供の在り方について協議。 

 























東松山市地域自立支援協議会全体会報告様式 

 

障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議 

プロジェクト 

設立の経緯 

ノーマライゼーションのまちづくりを進める東松山市では、障害のあるこ

どもが一般の保育園・幼稚園・認定こども園・学校に通園・通学を希望

し、選択することが多く見受けられるようになってきた。このような現状の

中で、東松山市地域自立支援協議会では、障害のあるこどもの「保育

園・幼稚園・学校での生活」を支えるため、関係機関のさらなる連携につ

いて議論され、平成 20 年に連絡会議を設置し、関係者のネットワーク

構築及び仕組みつくりに取り組むこととなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の 

目標、成果 

及び 

次年度の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度目標 

１．巡回相談支援チームの取り組みを北部の小中学校で実施 

２．「ともに育ち合う」を考える研修会の開催 

３．市内児童発達支援事業所への聞き取り調査を分析  

４．地域自立支援協議会が担う児童発達支援センターの機能につい

て、充実に向けて検討 

 

 

 

 

 

成果 

〇令和 6 年度事業実施状況について 

スライド資料参 

 

 

 

 

 

次年度に向けて 

〇令和 7 年度事業計画について 

（１）巡回相談支援チームの取り組み 

（２）エピソード集 Part3 の作成・関係者への配布 

（３）市内児童発達支援事業所への調査を実施 

（４）地域自立支援協議会が担う児童発達支援センター機能  

  に係る取り組みの推進 

 

 

 

 

 









































令和６年度「ともに育ち合う」を考える研修会 アンケート結果 

 

【講演会】 

・とても楽しく聞かせてもらった。 

・国際規範のことを学ぶことはあまりなく、貴重な時間だった。 

・話がゆったりしていて、聞き取りやすくてよかった。 

・違いについて図を見て考えるのがわかりやすかった。 

・先生の話し方が聞きやすくてよかった。 

・難しい話を笑いも取り入れてお話ししてもらい、わかりやすかった。 

・パネルディスカッションからワールドカフェにつながるお話だと、終了後に気づいた。 

・「豆を煎る」初めは何のことかと思ったが、聞いているうちになるほどと思った。 

・いろいろな先生や市の職員の方々の思いも伝わる良い研修会だった。 

・聞いたことはあるけれど、説明は難しい言葉の理解が出来た。 

・難しい内容でも、ユーモア含めて話してくださり、スッと内容が入りやすかった。 

・大切な部分を切り取って説明してくださり、わかりやすかった。（条例等） 

・難しい話もわかりやすく話してくださったので、参考になった。 

・とてもわかりやすく話していただき、自分の知らない知識を得ることが出来た。 

・条例や法律と聞くと難しいイメージがありましたが、朝日先生がかみくだいて説明してくださり、 

とても大切なことがシンプルに記されていることに気づいた。 

・先生のとても楽しくて、明るいお話が印象的でとてもよかった。機会があればまたお話を聞いて 

みたい。 

・初めての話も聞けて良かった。こどもに心をかけていきたいと思った。 

・ユーモアのあるお話の仕方でとても聞きやすかった。 

 普段頭から離れている支援の基礎に改めて気づかせていただいた。 

・ドリップ前のまとめに書かれていることが、今回のテーマ「ともに育ち合う」ということを意識 

するのに、ぱっと見てわかりやすい表現だった。 

・難しい内容にユーモアを交えお話しいただき、今まで“なんとなく”だったものが明確化された。 

・朝日先生のお話はとてもわかりやすく聞きやすかった。 

・知らないことばかりだった。お話が面白くとても勉強になった。朝日先生ありがとうございまし 

た。 

・規範の話から始まったが、わかりやすかった。理解を深めることが出来た。 

・わかりやすくお話してくださり、ありがとうございました。 

・わかりやすい言葉で時折ジョークを交えながら、どんどん話に引き込まれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【パネルディスカッション】 

・色々な話がとても勉強になった。「ともに育つ」この言葉の深さに明日からいろいろ学びたい。 

・幼稚園、保育園、事業所と同じように「共育ち」を大事にしていること、こどもを 1 番に考えて 

いることが改めてわかった。 

・先生方の具体的なエピソードを聞くことができてよかった。 

・幼稚園、保育園、事業所と様々な現場で働く方の話が聞けてよかった。 

・保育をしながらの準備、大変だったと思います。パネリストの方ありがとうございました。 

・実際に働いていて感じたこと、やってきたこと等を聞き「そうそう」と共感したり、「そうか」と 

思うことがたくさんあり、とてもよかった。 

・各関係機関の先生のお話を聞いて、自園の職員にも改めて伝えていきたいと思った。 

・自社の理念にあるものを、皆で追及できたらよいと思った。 

・先生達のこどもへの思いを感じた。 

・親としてもこのように子を想う先生が増えてほしいと想った。 

・それぞれの現場の知らなかったことを知ることができ、距離が近づいた気がする。 

・他園でのこどもへの支援だけではなく、こども同士の関わりに関する話も聞けて良かった。保育 

者が伝えるよりも、同年代のこどもが伝えた方が、こどもの心に響くこともあるということを、 

事例に入れ聞くことができ、学びになった。 

・他園や事業所の様子や、大切にしていることを聞き、とても参考になった。 

・児童発達支援事業所はどのようなことをしているか、あまり学ぶ機会がなかったので、話を聞け 

て良かった。保育所で働く人間としては、もう少し詳しい支援の様子や情報の共有が出来ると良 

いと思った。 

・実際の体験談を含めたお話は、今の自分自身にも重なるところがあり、共感するとともに、勉強 

になることがたくさんあった。 

・こどもへの支援の仕方を様々な園の方々から聞くことが出来、多様な保育現場を知ることが出来 

てよかった。 

・立場の違う先生の話を聞くことで、やっぱり原点は、「こどもがまん中」で、みんなが育ち合うこ 

とを大切にしているのだなと感じられた。 

・共に育ち合うために先生方がしていることで、共感できることがたくさんあった。 

・それぞれの思いを聞けて参考になった。またいろいろお話を聞いてみたい。 

・現場の中でどのように働きかけがあるのかということが知れて良かった。 

 理想と現実は違うということもあると思うが、心が豊かで大事にしていくことが大切だと思った。 

・保育園・幼稚園・児発の代表としての悩みや意識という部分に触れることができてよかった。 

・心に残る奥深いお話ばかりだった。参加して良かった。「児発は応援部隊！」心に刻み明日からも 

がんばります。 

・“リアル”を知れるとても良い機会だった。 

・自分自身の言葉で話が出来るってすごいと思った。現場の熱い気持ちが伝わってきた。 

・幼稚園、保育園、児発、児童デイ それぞれの立場から貴重な意見を聞くことができて良かった。 

・幼稚園、保育園、事業所それぞれの取り組み、エピソードが聞けたことがよかった。 

想っていることは同じ。エピソードあるあるでよかった。 

・共有することの大切さ、施設ごとの取り組みなど知ることが出来て良かった。 

・幼稚園、保育園、児発とそれぞれの立場から現状や思うこと。その発表に対して感じ 

ることがたくさんあった。 

 

 

 



【ワールドカフェ】 

・同じ保育園、幼稚園、児童発達支援事業所、少しずつ違っても共に育つのに必要な所なので、こ 

のような機会はすごく良いと思った。 

・アロマやお菓子などゆったりとした雰囲気で話せてよかった。 

・みんな同じような悩み、思いをもって、保育に関わっているのだと思った。 

共に育つを大切にしていきたい。 

・とてもリラックスした空間で楽しい会話が出来て良かった。また、様々な意見、エピソードが聞 

けて良かった。 

・グループ替えをしなくても、1 カ所でもう少し話をしたかった。話は楽しかった。 

・園でもワールドカフェをやってみたいと思った！あっという間の時間だった。 

東松山市をよくしていきたい！ 

・いろいろな方と話をすることができ、とても良かった。あまり他園の方や、ちがう職種の方と話 

すこともないので、ありがたい。 

・リラックスした香りとお菓子の演出がとてもよかった。 

 “正解はない”だが、皆を認め、ゆるし合う社会作りがこれから必要なのではないか。 

“～しなければならない”をはずしていきたい。 

・それぞれの機関のみなさんと話せて、こども一人に対する支援が、ここがもっとつながれば豊か 

なものにできると思った。つながるって、とてもいいことですね！ 

・講義を踏まえて、気持ちを楽にしてたくさんの先生とお話が出来て良かった。 

ワールドカフェの時間をあと 1 時間･･･30 分でも多くとれたらもっとたくさんのお話を共有で 

きたかと思います。また機会がありましたらお願いいたします。 

・もう少し時間があるといい。テーマが変わり、途中で人も入れ替わったので、同じメンバーの方 

の話を聞く時間が短いと感じた。 

・いろいろな話を聞けて良かった。 

・ワールドカフェという名前から緊張せずにラフにお話しできることが出来た。 

“育ち合い”をそれぞれの視点からお話を聞くことが出来参考になることが多かった。 

・和やかな雰囲気の中で他園の先生や栄養士さんと対話ができ、とても勉強になった。 

・席替えをすることによって、多くの方の話が聞けるのがとてもよい企画だと思った。 

・初めての体験だった。みんなと楽しい時間が過ごせてとても良かった。 

・自分の考えがどのようなものなのか表現することで気づくことがあり、まだ未熟な点も多いこと、 

他の方の意見を聞き感じることができた。それぞれの現場の方の想いに触れることができ、よい 

経験になった。 

・各団体の話だけではなく、自分で感じていたことや悩み等も共有できる場でとても心強かった。 

またこのような機会があれば参加させていただきたい。 

・普段聞けないような内容も自分と同じような悩みもこうして対話することで、ポジティブな気持 

ちになったり、アイデアが浮かんだりするのだなあと。貴重な体験をさせていただいた。 

・ぜひ定期的に行ってほしい。こどもを取り巻く環境の方々ともっとつながりをもっていきたい。 

貴重な機会をありがとうございます。 

・現場は違うけれども、こどもに対する想い･･･は同じだと感じた。受給者証が手元にある保護者 

の気持ちに寄り添うことが大切だと気づいた。 

・テーマが出ていたが、もう少し時間がほしかった 

・楽しく会話をすることができた。初めてお会いする人ばかりだったが、同じ悩みやアドバイスを 

もらえて、とてもためになった。 

・たくさんの意見を聞くことができ、明日からの保育に活かしていこうと思った。 

・テーマに沿って、それぞれの意見を聞けてよかった。「対話」ステキだなと思った。 



東松山市地域自立支援協議会全体会報告様式 

 

医療・福祉連携プロジェクト 

プロジェクト 

設立の経緯 

第１期障害児福祉計画の目標の「医療的ケア児が適切な支援を受けられる

よう、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関等が連携を図るため

の協議の場」として当プロジェクトを位置づける。また、対象を「医療的ケ

ア児・者」とし、第三次市民福祉プランにおける「医療的ケアが必要な障害

のある人が地域において必要な支援を受けるための関係機関との連絡調整を

行う体制の整備」を行うためプロジェクトを設立した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の 

目標、成果 

及び 

次年度の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の目標 

① 現状確認リストを活用したモニタリングを行う。 

② 「受け皿が不足している」という障害福祉サービスの課題に取り組む。 

進捗 

① 現状確認リストを活用したモニタリングについて 

・第 1 回モニタリング(児童期) 2024 年 6 月 13 日(木)   

・第 2 回モニタリング(成人期) 2024 年 11 月 21 日(木)  

事務局、訪問看護、保健所、委託相談、基幹相談、医療機関 

教育センター、保育課、保健センター、子どもの育ちと学びを支える連絡会 

地域支援センター太陽、生活介護事業所、居宅介護事業所 

対象：児童期７名 成人期 12 名 

 

１ケースずつ利用サービスや医療状況等について確認を行った。 

児童期では、「産休が明けたら復職したい」という母の意思表明があったケース

について、同プロジェクト会議において、他地域の実情や法令を確認して相談

支援を中心とした支援チームを結成することに合意した。医ケア児等コーディ

ネーターが中心となって支援を継続している。 

成人期では、緊急時の対応が話題となった。特に、酸素の取り扱いについては

医ケア児等事業所ミーティングで研修の企画として取り扱うこととした。 

 

 

② 「受け皿が不足している」という障害福祉サービスの課題に取り組む。 

・医ケア等事業所ミーティングを年度内 2 回開催予定。 

第 1 回ミーティング 2024 年 9 月 11 日(水) 

第 2 回ミーティング 2025 年 3 月 10 日(月) 【予定】 

事務局、ほりほっく、オードリー、あすみーる、アドヴァンス、SMILEJAM 

 

第１回は各事業所の近況を確認して、事業所間の連携について話し合った。

併用利用ノートの活用や、必要に応じた電話連絡についてなどを改めて確認し

た。 

 

 

今後の予定 

2025 年 3 月 10 日(月) 医ケア等事業所ミーティング 

 

















医療・福祉連携プロジェクト 補足資料 

 

●医療的ケアとは？ 医療的ケア児・者とは？ 

 経管栄養の注入や痰(たん)の吸引、導尿など、病院等の医療機関で医療職により行われると医療行為

とされるもので、家族が家庭で、あるいは教員が学校で、施設で介護職員が日常的に介助として行うも

ののこと。医療行為は医師や医師の指示のもとに医療職が行う。 

 その他の者には行うことが禁止されているが、家庭では家族が行う必要があることから、同じ行為で

あっても「医療的ケア」という言葉で表されるようになった。 

             
 心身の機能に障害があり、呼吸や栄養摂取、排泄等の際に、医療機器とケアを必要とする方たちのこ

と。重症心身障害児・者に多くみられるが、肢体不自由や知的障害を伴わない方、医療的ケアがあって

も走ることができる方もいる。 

●本プロジェクトの対象者 

    

 

●医療・福祉連携プロジェクトとは？ 

 現状確認リスト(別添資料)を活用したモニタリングを中心に、医療と福祉が手をつないで地域課題に

取り組むことを進めるもの。 

●これまでに見えてきた課題と取り組み 

リスト化して対象者の現状を把握する 

支援のスキームを確認する。 

生活を支えるサービスでの課題 

研修企画・運営 

●今年度の取り組みは？ 

年 2 回のモニタリングの実施：ケースモニタリング 

「受け皿が不足している」という障害福祉サービスの課題への取り組み：医ケア等事業所ミーティング 



Ｒ6．5末現在

親子
教室

ぴか
ぴか

モー
モー

支援
セン
ター

訪診 訪看
訪リ
ハ

医ケ
ア
対応

介護
のみ

送迎
一時
預か
り

貸館 市内 市外 吸引 吸入
注入
（鼻
腔）

胃ろ
う

腸ろ
う

気管
切開

導尿 褥瘡 浣腸 酸素
呼吸
器

てん
かん

他

1
鈴木　菜々

令和5年4月25日 女 身１ 〇
幼児 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シャロー
ム

あんしん
生活

西・委 持続

2
齋藤　圭 平成30年5月17日 男

身１
〇 幼児 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

年長
松山保
育園

シャロー
ム ゼロ ゼロ

ケアーズ 光 未利用 西・委
不良時
のみ

3
渡邊　翔太 平成29年11月2日 男

なし
小学 〇 〇 〇 ○

普通 高坂小 ゼロ 西・委 夜間

4
佐藤　陽樹 平成28年8月12日 男

身１
○ 小学 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

支援籍 ひばり
通

シャロームケアーズ ケアーズ
菅沼
歯科

かるがも 利用無 医大 西・計

5
小栁　晃雅 平成20年1月7日 男

身１
〇 10代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 膀胱ろう

療マルA
高校

ひばり
通

シャロー
ム

シャロー
ム

光 自治 西・計

6
益子　愛結 平成20年2月3日 女

身１
10代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 アレルギー

高校
ひばり
通

縁
berry

嵐山
太陽

西・計

7
仲田　樹童 平成18年10月22日 男

身１
〇 10代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

療マルA
高校 ひばり

通
あすみ シャロームシャローム エリア

あす
みーる

西・計 睡眠時

8
岩崎　芽愛 平成17年3月16日 女

身１
10代 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
あすみ
スマイル

太陽の
園

エ・計

9
小西　尊晴 平成17年4月1日 男

身１
10代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
アド

シャ
ローム

ケアー
ズ

ケアー
ズ

エ・計

10
北原　直弥 平成14年10月22日 男

身１
20代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
あすみ
 アド

ケアー
ズ

ケアー
ズ

昴
エリア・
アイシャ

イン

土屋
介護

太陽の園
あすみー
るエリア

エ・計

11
髙橋　悠晟 平成15年2月11日 男

身１
20代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
光 シャロー

ム
シャロー
ム

シャロー
ム

エリア
コアラ

エリア
光

西・計 関係機関
のみ

12
新井　里歩 平成7年11月5日 女

身１
20代 〇 〇 〇 〇

療A
たけ
のこ

西・計

13
森　林太郎 昭和60年8月14日 男

身１
30代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シャ
ローム

ゆうゆう
コアラ
エリア

アースサ
ポート

ゆうゆう エ・計
入浴時・
散歩時以
外使用

13
鈴木　淳 昭和48年12月26日 男

身１
50代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シャ
ローム

エリア アースサ
ポート

エ・計
入浴時・
散歩時以
外使用

14
清水　萌恵 平成9年2月10日 女

身１
20代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA

アド
太陽
あすみ

みらい シャ
ローム

成恵 成恵 昴
コアラ

エ・計 発作時と
夜間のみ

夜間
のみ

15
古川　理世 平成6年7月18日 女

身１
20代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
アド みらい シャ

ローム
シャ

ローム
シャ

ローム
エリア エ・計 不良時

16
大塚　裕貴 平成1年1月30日 男

身１
30代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
アド みらい

FSC
エリア

エリア 西・計 不良時 エアウェイ

17 山本　雅志
昭和62年12月4日 男

身１
30代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
アド みらい シャ

ローム
エリア エリア エ・計

18
小峯　諒子 平成10年5月28日 女

身１
20代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

療マルA
アド
あすみ

みらい シャロー
ム

シャロー
ム

シャロー
ム

エリア
ニチイ

西・計 閉尿時
のみ

在宅 身体介護
訪問
入浴

性別 手帳 小児慢性

障害
（超重症
準重症）

年代

事業所数

現状確認リスト

重度
訪問

保
幼

児発

小・
中学
校

特別
支援
学校

放課
後デ
イ

生活
介護

共同
生活
援助

医療
訪歯
科

ライフステージ 利用サービス

氏名 生年月日

医療的ケアの種類
移動
支援

短期
入所

療養
介護

日中
一時

生活サポート（い
わはな）

レスパイト
入院

MCS相談
保健
セン
ター
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東松山市
ひ が し ま つ や ま し
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ち い き
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支援協
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議会
ぎ か い

 

SDGs
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1 「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の提供
ていきょう

」とは 

 

「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

 の提供
ていきょう

 」とは、障害
しょうがい

 のある人
ひ と

 から社会
し ゃ か い

 の中
なか

 にあるバリア
ば り あ

 を取
と

 り除
の ぞ

 くために何
なん

 らかの対応
た い お う

 を

必要
ひ つ よ う

としているとの意思
い し

が伝
つ た

えられたときに、負担
ふ た ん

が重
お も

すぎない範囲
は ん い

で対応
た い お う

することが求
も と

められるものです。 

負担
ふ た ん

が重
お も

すぎる場合
ば あ い

には、障害
しょうがい

のある人
ひ と

 に、なぜ負担
ふ た ん

が重
お も

すぎるのか説明
せつ め い

をし、バリア
ば り あ

を取
と

 り除
の ぞ

く別
べ つ

 の

方法
ほ う ほ う

を提案
て い あ ん

することも含
ふ く

め、話
はな

し合
あ

い、理解
り か い

を得
え

るよう努
つ と

めることが大切
た い せ つ

とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

2 プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

発足
ほ っ そ く

の背景
は い け い

と事例集
じ れ い し ゅ う

 

 

現在
げ ん ざ い

様々
さ ま ざ ま

 な計画
け い か く

 で取
と

 り入
い

 れられているSDGs
えすでぃーじーず

 と「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

 の提供
ていきょう

 」の推進
す い し ん

 について、障害
しょうがい

 のある

こどもや人
ひ と

 たちを「取
と

 り残
の こ

 さない」ために本
ほん

協議会
き ょ う ぎ か い

 がけん引役
い ん や く

 となることを目指
め ざ

 し、当プロジェクト
と う ぷ ろ じ ぇ く と

 が発足
ほ っ そ く

 し

ました。 

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

発足
ほ っ そ く

 の背景
は い けい

 を踏
ふ

 まえ、当プロジェクト
と う ぷ ろ じ ぇ く と

 では「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

 の提供
ていきょう

 」を市内
し な い

 に広
ひ ろ

 く普及
ふ き ゅ う

 させるた

め、9月
が つ

第
だ い

 4週
しゅう

 を「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

推進
す い し ん

週間
し ゅ う か ん

 」として位置
い ち

 づけ、自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

関係
か ん け い

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

 の

日頃
ひ ご ろ

の活動
か つ ど う

の中
なか

で、市内
し な い

の合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

事例
じ れ い

を収集
しゅうしゅう

し、事例集を作成することとしました。 

 

 

 

 

 

「自分
じ ぶ ん

で書
か

きこむのが難
むずか

しいので代
か

わりに書
か

いてほしい」と伝
つ た

えられたときに代筆
だ いひつ

する。 

絵
え

 や写真
し ゃ し ん

 のカ
か

ー
ー

ド
ど

 やタブレット
た ぶ れ っ と

 で

意思
い し

疎通
そ つ う

を図
はか

る 

スロープ
す ろ ー ぷ

 などを使
つ か

 って段差
だ ん さ

 を

解消
かいしょう

する。 

【「合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の提供
ていきょう

」の例
れい

】 



アパートで単身生活をしている方の
居宅支援に伺ったときの事例です。

アパートで単身生活をしている方の居宅支援に伺う際、ご本人の事情を汲んだ自治会が緊急
時のみ鍵を開閉して利用していたアパート前駐車場の常時使用を許可してくれました。
これによりヘルパーの訪問がスムーズになりました。

負担が過大にならない範囲で、ご本人の事情を汲んで合理的配慮を提供
いただけた例です。支援の時だけアパート入口に近い駐車場を利用させて
いただけることになり、スムーズな支援が可能となっています。
支援中でも緊急時は車両を移動することや日頃から自治会の方とコミュニケーション
をとることが大切だと思います。

Point!

幼稚園の発表会やクラスのお当番活動などで、インタビューに答える場面で吃音が出やすい
お子さんがいました。吃音が生じやすい場面に対する支援方法として、事前に質問内容を
本人に伝えることを保護者や幼稚園に提案しました。その結果、個別支援として導入
され、安心してみんなの前で発表することができるようになりました。

特別対応をすることは、他の園児と対応に差が出るため、難しいこともある
と思いますが、障害のある子もない子も一緒に行事を楽しむためにと合理
的配慮が提供された事例です。
個別対応してもらう場合でも負担が過度にならない範囲での対応ということを
支援者やご家族も理解しておくことが大切です。

Point!

幼稚園での発表会などで
苦手なインタビューに答える
ときの事例です。



聴覚過敏がある児童本人が、イヤーマフを使用することに関して周囲にどう思われるか気に
していました。そのため、保護者からの希望で支援会議を開催。その結果、支援学級や
通常学級の児童に対して、学校の先生からイヤーマフの使用について理解を促す話を
してくれました。

聴覚過敏がある児童が周囲を気にすることなくイヤーマフを使用する
環境を整備するために、学校の先生から児童にイヤーマフの使用理由など
を説明し、この児童が周りの目を気にせず学校生活を送ることができる
ようになるとともに、周囲の児童もこの児童の特性を理解する機会となった
合理的配慮の提供事例です。

Point!

イヤーマフの使用した学校生
活に対して合理的配慮が提供
された事例です。

読み書きに困難さを抱える小学生児童が、他の児童を同様の宿題をこなすことに過重な負担を
感じていました。そのため、保護者の意見を基に※相談支援専門員が担任の先生に宿題の内容
や量の調整を申し出た結果、家庭学習に負担のない内容に調整してもらうことができました。

学校での生活だけではなく家庭学習の場面においても、児童の特性によって
他の児童と同様の取組を行うことが困難なケースがあります。学習の進捗
や他の児童との兼ね合いなど様々な要因がある中で、別の資料を作成する
ことや先生に過大な負担が掛かってしまう場合は対応が難しいこともあると思われま
すが、お互いに納得ができる範囲で合理的配慮が提供された事例です。

Point!

児童の特性に合わせて家庭
学習の内容が調整された事例
です。

※相談支援専門員とは、障害者等の相談に応じ、助言や連絡調整等の必要な支援を行うほか、
サービス利用計画の作成を行う支援者です。



新しい場所に不安を感じやすいお子さんが小学校の入学を迎えるに当たり、保護者が入学式
の前に会場の見学を学校に申し出ました。その結果、小学校の入学式前に会場や教室の見学
ができることとなり、当日安心して参加することができました。

新しい場所や環境に不安を感じるお子さんは多いと思います。
学校側も式典や新学期に向けた準備がたくさんあり、申し出に対して
いつでも対応できるものではないと思いますが、児童の特性を理解しよう
とする姿勢や負担が過重でない範囲で事前見学に対応することで合理的配慮が提供
された事例です。

Point!

事前の申出により会場の下見
をすることができた事例です。

靴の着脱に時間が必要なお子さんが、登下校などの際に床に座る体勢で靴を着脱することが
負担となっていました。そのため、保護者と相談支援専門員が小学校の校長・教頭に相談を
したところ下駄箱にイスが用意されました。

床に座る体勢での靴の着脱を回避するため、可能な範囲
（今回はイスを用意すること）で対応を検討してもらえた事例です。
下駄箱ということで、児童の行き来が多かったり、ぶつかる危険がある場合など、
必ずしも同様の対応とはならないこともあると思いますが、それぞれの事情に合わせ
て合理的配慮が提供されました。

Point!

学校の下駄箱にイスを用意
することで負担が軽減
された事例です。



ＬＤ（学習障害）と診断されており、板書の書き写しが難しく遅れてしまってた児童がいま
した。タブレット端末に板書を画像として保存することを希望したところ、それが認められ
たことで授業に取り組みやすくなりました。

板書の書き写し時間を長くするのではなく、画像として保存することを
認めることで、他の児童の学習時間の確保にもつながる配慮が提供され
た事例です。合理的配慮を提供する先生だけでなく、その他の児童にも負担と
ならない方法が検討された結果となっています。

Point!

学習障害のお子さんが少しで
も授業に取り組みやすくなる
よう配慮された事例です。

知的障害のある方との外出時、コンビニで買い物をすることがありました。この方はこだ
わりがあり、商品を選んでレジに向かっても手に持った商品を店員さんにすぐに手渡せず
固まってしまうことがありました。それに気づいたレジの店員さんが、手に持ったままの
商品をスキャンしてくれたことで、スムーズに会計を終えることができました。

障害特性に気づき、商品を手渡すことなく会計できる方法として、
合理的配慮が提供され、それとともに、買い物の成功体験も提供する
ことができた事例です。
コンビニなどのお店側の対応としては、混雑時や従業員数が少ない場合
など、必ずしも同様の対応ができるとは限らないということも利用者も理解すること
が大切です。

Point!

コンビニでの買物の場面で
合理的配慮が提供された
事例です。



生活介護事業所での就労活動の1つで公園清掃があります。公園ごとに清掃活動の報告写真
を撮影するため、右写真のようなボードを使用します。しかし、多くの利用者は字を書く
ことが苦手なので、これまでは施設名の部分を毎回職員がチョークで記入していました。
しかし、利用者にも仕事の一環としてどうにか作業に携われないか検討し、あらかじめ施
設名等を印刷してラミネートしておき、マジックテープで貼付けるなどの工夫をしてみま
した。結果、利用者が完了写真の場面で作業に参加できるようになるとともに、雨の日で
もボードの字が消えることなく効率的な作業が可能となりました。

就労活動の多くの工程に参加してほしいという気持ちから、苦手な
ことでもやり方を変えることで作業への参加を可能にした事例です。
利用者の方もしっかり最後の完了作業まで参加ができている実感を
得られると思います。また、これまでの作業より効率的に作業が
進められるようになっていることもすばらしいと思います。

Point!

就労活動の中で字を書くこと
が苦手な方に合理的配慮が
提供された事例です。

足が悪い人や車椅子を利用している人のために、メニューが外に置いてあり、
店員が外に出て対応し、入店せずに注文から商品受け取りができました。

足が悪い方や車椅子を利用している人にもお店を利用してほしという
気持ちから合理的配慮が提供された事例です。車椅子や杖などを
利用した方が入店する際の手助けをすることも合理的配慮につながりますが、
利用者自体がどのような配慮を望んでいるか確認することも大切です。

Point!

テイクアウトで商品を
購入したときの事例です。



大型のシート（ユニバーサルシート）の代わりに大人も横
になれるサイズの大きい長椅子を用意することで、外出先
でもおむつ替えをすることができました。

大人も横になっておむつ替えができるユニバーサルシートがない場合に、シートの
代わりとして長椅子を用意したという合理的配慮の事例です。
代用できる物を使用することで、同様のサービスが提供できないかを確認することも
大切です。

Point!

大人がおむつ替えをするための
大型のシートをご希望されたとき
の事例です。

東松山市地域自立支援協議会
SDGs/合理的配慮推進プロジェクト会議事務局

東松山市役所 障害者福祉課
電 話：0493-21-1452（直通）
ＦＡＸ：0493-24-6066
メール：fukushi@city.higashimatsuyama.lg.jp



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜全体会＞ （参加期間：令和６年４月１日～令和７年５月３１日）

№ 区　分 団体名等 職　名 氏　名 希　望

1 委託相談支援事業者 社会福祉法人東松山市社会福祉協議会 総合相談課長 佐藤　美奈 医療・福祉連携プロジェクト

2 　　　　　　〃 社会福祉法人昴 理事長 丹羽　彩文 ―

3 　　　　　　〃 医療法人緑光会 比企生活支援センター 施設長 矢部　智之 地域生活支援拠点等連絡会議

4 医療機関 比企医師会 理事 岸澤　進 医療・福祉連携プロジェクト

5 　　〃 比企郡市歯科医師会 理事 浅野　聖子 医療・福祉連携プロジェクト

6 　　〃 医療法人緑光会 東松山病院 医療福祉相談室長 武田　耕典 地域生活支援拠点等連絡会議

7 訪問系サービス事業所
特定非営利活動法人
ヘルパーステーション・コアラ

代表理事 羽鳥　良江 医療・福祉連携プロジェクト

8 日中活動系事業所
特定非営利活動法人
Ｐｏｃｏ　ａ　Ｐｏｃｏ　あんだんて

代表 松井　治子　 地域生活支援拠点等連絡会議

9 居住系サービス事業所
社会福祉法人いずみ会　ケアホームいず
み

管理者 横田　大輔 地域生活支援拠点等連絡会議

10 入所施設系事業所 社会福祉法人青い鳥福祉会　あかつき園 施設長 上野　秀爾 地域生活支援拠点等連絡会議

11 保育園 私立保育園長会
ハルム松ノ木保育
園

小池　千佳 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

12 幼稚園 東松山市私立幼稚園協会 会長 池永　和美 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

13 小学校 小学校長会 代表 長澤　誠 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

14 中学校 中学校長会 代表 川上 嘉久 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

15 特別支援学校 県立東松山特別支援学校 校長 和久井　洋助 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

16 　　　〃 県立川島ひばりが丘特別支援学校 校長 原子　一彦 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

17 放課後児童クラブ
特定非営利活動法人東松山市学童保育
の会

さくらやまクラブ指
導員

磯﨑　祐子 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

18 権利擁護機関 社会福祉法人東松山市社会福祉協議会 事務局長 奥村　一彦 地域生活支援拠点等連絡会議

19 就労支援機関 川越公共職業安定所東松山出張所 所長 牛久保　菜々子 進路支援連絡会議

20 　　　〃
特定非営利活動法人
東松山障害者就労支援センター

代表理事 若尾　勝己 進路支援連絡会議

21 雇用関係機関 東松山地区雇用対策協議会 会長 榎本　淳也 進路支援連絡会議

22 自治会関係者 東松山市自治会連合会 副会長 若林　茂 地域生活支援拠点等連絡会議

23 民生委員･児童委員
民生委員・児童委員協議会連合会
障害福祉部会

部会長 富樫　正紀 地域生活支援拠点等連絡会議

24 学識経験者 埼玉県立大学 名誉教授 朝日　雅也 ―

25 公募 当事者家族 小西　尊晴 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

26 公募 その他 安藤　知佳子 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

27 東松山市 こども支援課 課長 大石　和夫 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

28 東松山市 学校教育課 課長 久保田  慶一 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

29 東松山市 総合教育センター 事務長 田原 祐己子 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

30 東松山市 健康推進課 課長 落合　要之 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議

31 東松山市 社会福祉課 課長 荻野　裕 医療・福祉連携プロジェクト

32 東松山市 障害者福祉課 課長 小野澤　俊夫 進路支援連絡会議

進路支援連絡会議 4

障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議 13

医療・福祉連携プロジェクト 5

地域生活支援拠点等連絡会議 8

東松山市地域自立支援協議会　委員名簿



計画目標に対する役割
幹事

事務局
会場 日時

市 進捗管理、報告・助言・承認 東松山市 総合会館 年2回

市 協議会運営 東松山市
相談支援事業所
連絡会議と同じ

第４火曜
9:00～
9:30

令和７年度　東松山市地域自立支援協議会スケジュール（案）

名称 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体会 7/30か/31 3/23か/24

事務局会議
４月２2日

（火）
６月２４日

（火）
８月２６日

（火）
１０月２８日

（火）
１２月２３日

（火）
２月２４日

（火）

市 幹事会 進捗管理、報告・助言・承認 東松山市 総合会館
第３金曜
1430～

5月16日 7月18日 9月19日 11月21日 調整中 3月6日

301会議室 306会議室 306会議室 306会議室 302会議室


